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通信量*の推移①
＊FINメッセージ

全世界通信量の推移

100

400

700

1000

1990年1993年1996年1999年2002年2005年2008年

2008年 指数：1,159
通信量：3,855百万件

1990年 指数：100
通信量：333百万件

2000年 指数：383
通信量：1,273百万件

※データは１９９０年の通信量を１００とした指数ベース



通信量*の推移② 全世界/1日平均通信量の月次推移

前年同月比較（2008年1月～2009年5月）

昨年12月から4ヶ月連続で前年同月比マイナス

通信量（百万件）
増減率
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2008年9月
リーマンショック

1日の最高通信量17.9百万件
を記録（10月15日）

2008年3月ベアー・
スターンズ救済



第1四半期通信量比較①
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年度
2007年 2008年 2009年

（構成比） （構成比） 増減率 （構成比） 増減率

合計 803 100% 929 100% 15.7% 890 100% ▲4.2%

資金 424 53% 468 50% 10.3% 435 49% ▲7.1%

証券 312 39% 382 41% 22.3% 387 44% 1.3%

その他 67 8% 79 9% 18.5% 68 7% ▲13.9%

全世界：マーケット別
（2007年～2009年）

通信量（百万件）

53％ 50％ 49％ 39％ 41％ 44％

合計 資金系 証券系

構成比

（百万件）

+15.7% ▲4.2%

+10.3% ▲7.1%
+22.3% +1.3%



地域 増減率

（2009年Q1時点シェア） 2008年Q1 2009年Q1

全世界 （100％） 15.7% ▲4.2%

資金系 10.3% ▲7.1%

証券系 22.3% 1.3%

その他 18.5% ▲13.9%

ヨーロッパ （64％） 10.1% ▲4.0%

資金系 ▲0.2% ▲8.5%

証券系 21.0% 1.5%

その他 22.1% ▲9.2%

アメリカ （20％） 17.9% ▲1.6%

資金系 14.6% ▲6.2%

証券系 23.5% 10.8%

その他 14.1% ▲27.3%

地域 増減率

（2009年Q1時点シェア） 2008年Q1 2009年Q1

アジア （11％） 19.4% ▲8.5%

資金系 12.7% ▲8.8%

証券系 31.9% ▲6.7%

その他 14.3% ▲12.6%

日本 （3％） 14.0% ▲6.0%

資金系 11.9% ▲24.8%

証券系 17.4% 7.1%

その他 3.8% ▲12.5%

※その他地域（アフリカ等）のシェア 5%

第1四半期通信量比較② 全世界：地域別
（2008年・2009年）



日本の通信量*①
＊FINメッセージ

全世界と日本の比較
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全世界

日本
2008年 指数：803
通信量：121百万件

1990年 指数：100
通信量：15百万件

2000年 指数：267
通信量：40百万件

※データは１９９０年の通信量を１００とした指数ベース



1日平均通信量の月次推移

前年同月比較（2008年1月～2009年5月）
日本の通信量*②

35

40

45

50

55

60

Jan Feb Mar Apr May Jun Jul Aug Sept Oct Nov Dec Jan Feb Mar Apr May 

-20%

-10%

0%

10%

20%

30%

40%

（日本）1日平均通信量 全世界（右軸） アジア(右軸) 日本（右軸)

通信量（万件）
増減率

＊FINメッセージ

2008年 2009年



日本の通信量*③
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マーケット別：1日平均通信量の月次推移
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日本の通信量*④
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（百万件）

年度
2007年 2008年 2009年

（構成比） （構成比） 増減率 （構成比） 増減率

合計 40.8 100% 46.2 100% 13.3% 42.7 100% ▲7.7%

資金 14.8 36% 16.4 35% 10.9% 12.0 28% ▲26.9%

証券 22.0 54% 25.6 56% 16.4% 26.9 63% 4.9%

その他 4.0 10% 4.2 9% 5.0% 3.8 9% ▲10.0%

マーケット別：1月～5月取引量の推移

（2007年、2008年、2009年）

36％ 28％35％ 54％ 56％ 63％
構成比

合計 資金系 証券系（百万件）

+13.3% ▲7.7%

+10.9% ▲26.9%

+16.4% +4.9%

＊FINメッセージ



日本の通信量*⑤
通信量に占めるMT種類の割合

（各年1月～5月までの通信量を比較）
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■より顧客志向かつ効率的な事務運営モデルを構築する

■“継続的な改善を目指す企業風土”を根付かせる

■コスト構造を変革する

■Security, Availability, Qualityを維持する

SWIFTの取組み

＜Lean  Program＞ 今後2年間のSWIFT変革プログラム

~ Lean  Program ~ 

■中期計画「SWIFT2010」に沿った通信料の低価格化の実現
■顧客のTCO（Total Cost of Ownership）の削減 ～Alliance Lite～
■マーケットニーズに対応したソリューションの提案

＜既存施策の継続とCustomer Centricityの更なる追及＞

SWIFTを取巻くマクロ環境の変化



SWIFTの取組み

＜証券分野における改革（自動化・標準化・効率化）＞

アセットサービスにおけるリスクとコストの削減を目指し、
コーポレートアクション・税関係・株主総会議決権行使関連の
サービスで改革を進める

■テキスト（紙）から標準化されたデータへ
■標準化へのステップとして市場慣行との整合性を高める
■自動化推進・業界標準様式の利用促進

～アセットサービス戦略～



SWIFTの取組み

情報・意見の収集期 戦略立案期 戦略決定・実行準備期

Phase 1

2009年Q3 

Phase 2

2009年Q4～2010年Q1

Phase 3

2010年Q3 

～SWIFT 2015～

■ñSWIFT2010òに続く中期業務戦略（2011年－2015年）
■ SWIFTを取巻く環境や顧客の急速な変化に対応するため、

3フェーズに分けて、ビジネスモデル全体を抜本的に
再検討する。
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Sibos

年度 場所 参加者数 スピーカー数 うち日本人

2005年 コペンハーゲン 6,850人 87 2

2006年 シドニー 5,700人 98 3

2007年 ボストン 7,200人 125 4

2008年 ウィーン 8,100人 181 2

2009年 香 港 申込受付中 選定中 7－8（予定）

◇これまでの開催実績



Sibos

年度 開催場所

2009年 香 港

2010年 アムステルダム

2011年 トロント

2012年 大 阪

2012年の大阪Sibosは

日本で初めての開催

◇今後の開催予定



ご清聴ありがとうございました

本日の講演での意見や予測等は、講演者の私的見解を示すものであり、今後予告なしに変更されることがあります。当資料は情報提供のみを目的とし
て作成されたものであり、金融商品の売買や投資など何らかの行動を勧誘するものではありません。ご利用に関しては、すべてお客様御自身でご判断
下さいますよう、宜しくお願い申し上げます。当資料は信頼できると思われる情報に基づいて作成されていますが、弊行はその正確性を保証するもので
はありません。また、当資料の一部または全部を問わず、弊行の許可なしに複製や再配布することを禁じます。

決済事業部長

日本代表ＳＷＩＦＴ理事

上総 英男


